
令和８年度 学校推薦型選抜（Ⅰ型） 

小論文（環境学部） 出題のねらい 

 

 

課題文は文章Ａと文章Ｂであり、それぞれ、「食と農の未来 ユーラシア一万年の旅（佐

藤洋一郎著）」の文章の抜粋（一部改変）と、「フードテック革命（田中宏隆ら著）」の文章

の抜粋（一部改変）である。問１～４は、それぞれの文章、あるいは両方の文章から読み取

れる事柄や、関連する知識について問う問題である。 

 

 

問１ 

「人びとはどうして飢えるのか」という問いに対する具体的な解決策を、文章Ａと文章Ｂの

内容から複合的に読解する力を問う問題。 

 

問２ 

文章Ａと文章Ｂでは直接言及されていない、飢餓とその発生要因に関する一般的な知識や

理解を問う問題。 

 

問３ 

文章Ａと文章Ｂでは直接言及されていない、自然生態系と農業の関係について、一般的な知

識や理解を問う問題。 

 

問４ 

自然生態系と農業の関係について、問４の文章中に新たに提示された資料も用いて、問３で

解答した一般的な知識に対して視点が変化した際の、思考の柔軟性や応用力を問う問題。 


